













（ 続紙 １ ）                             














Mo と W の濃度および同位体比の深度分布に基づいて、過去 47000 年の日本海古
海洋環境の推定を行った。 
マイクロウェーブ分解装置を用いる地質試料の分解、キレート樹脂 NOBIAS 
Chelate PA1 と陰イオン交換樹脂 AG1-X8 を用いる化学分離、および多重検出器型
ICP 質量分析計を用いる同位体比測定を最適化し、地質試料中の Mo と W の濃度
および安定同位体比の分析法を確立した。特に、分離原理の異なる 2 種類の樹脂
を用いることにより、同位体比測定に対する干渉が無視できるレベルまで共存元
素を除去することができた。また、定量的な回収率（Mo: 98 ± 7%、W: 102 ± 7%）
と低い操作ブランク（Mo: 0.46 ± 0.52 ng、W: 0.90 ± 0.27 ng）を達成した。本法
は、小量の地質試料を用いて Mo と W の濃度と同位体比を測定することを初めて
可能にした。 
本分析法の精度と確度を検証するために、火成岩、堆積岩、堆積物など 12 種類
の標準試料の Mo と W の濃度および安定同位体比を測定し、先行研究の結果と比
較した。本研究の測定値は、概ね先行研究の値と一致した。また、本研究による
Mo 同位体比（δ98Mo）と W 同位体比（δ186W）の再現性はそれぞれ 0.01〜0.10‰
と 0.01〜0.05‰であった。本法は Mo と W の濃度と同位体比を従来法に匹敵する
精確さで決定できることが確かめられた。 
本研究では、北海道岩内沖で採取された日本海中層堆積物 IWANAI No. 3コア
（43°22’36.0"N, 140°04’10.0"E；水深 900 m）中のMoとWの濃度および安定同位体
比、ならびにその他の元素濃度の深度分布をあきらかにし、これらの結果に基づ
いて47千年前（ka）以降の日本海の環境変動を推定した。Mo濃度およびMo/W濃
度比の深度分布は、10.5 ka、14.5〜21 ka (最終氷期極大期)、31 ka、45 kaにピーク
を示した。これらの時代にこの測点は、底層海水中もしくは海底下の間隙水中に
H 2 Sが存在する還元環境であったと考えられた。しかし、堆積物中δ98Moは海水中
















モリブデン（Mo）は酸化的な海水には MoO 4 2–としてよく溶けるが、H2S が存在
する還元的な海水ではチオモリブデン酸を生成し、堆積物へ吸着・除去される。
Mo 安定同位体比（δ98Mo）は酸化的堆積物中では 1‰以下であるが、強還元的堆
積物中では海水の値である 2.4‰に近づく。そのため、堆積物中 Mo の濃度と同
位体比は酸化還元プロクシとしてたいへん有用であり、広く研究されてきた。一
方、同じ 6 族元素であるタングステン（W）は酸化的海水では Mo の約 2000 分
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